生物物理学会北海道支部会

講演会のお知らせ

日　時：　　　平成18年7月28日（木）13時30分～15時00分
場　所：　　室蘭工業大学・共同利用施設・Ｓ２０１号室
講　師：　　　　　　吉　澤　　透　先生

　　　　　（京都大学名誉教授・日本生物物理学会名誉会員）

講演題目：　視物質の色変化から色識別へ　–　半世紀の歩み
講演要旨：
　　目の網膜の中には、光に感じるロドプシンというタンパク質（明暗を見分ける視物質）がある。このタンパク質の光反応は視興奮過程の最初に起こる反応であるので、その解明は、視覚の分子機構の解明の最重要課題であると考えられていた。

　　演者は、大阪大学院生の時、液体空気及び窒素を用いて、世界に先駆けて低温実験を行い、赤紫色の新光産物を発見し、Natureに報告した（1958）。この論文の縁で、３年間Harvard大のWald教授に招待され、この光産物の吸収極大は543nmにある事を確かめた。さらに「ロドプシンから赤紫色中間体への変化はロドプシンの発色団レチナールの11-シス型から歪んだトランス型への光異性化反応である」ことを提唱した。

　　帰国後、液体ヘリウム温度で、また京都大学に赴任してからはピコ秒レーザー装置を組み立て、第一光産物を分光学的に追求し、赤紫色の中間体（バソ）より先に青色のホト中間体（560nm）が常温で25ピコ秒以内に生じることを見いだした。この産物が第一光産物で、現在はフェムト秒レーザーで研究されている。

　　定年少し前から、ニワトリの視物質について本格的に研究を始めた。４種の色覚視物質の抽出に成功し、分子進化的研究を行い、「色覚視物質はロドプシンより先に進化してきた」という学説を発表した。
連絡先：室蘭工業大学・材料物性工学

　 岩佐　達郎　

   Tel：0143-46-5661
Email：iwasat(at)mmm.muroran-it.ac.jp
